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成
辰
戦
争
の
勃
発
と
江
戸
幕
府
の
終
馬

【戊
辰
戦
争
】

慶
応
３
年
１０
月
１４
日

（
１
８
６
７
年
１１
月
９
日
）
、

第
１５
代
将
軍
徳
川
慶
喜
は
朝
廷
に
大
政
を
奉
還
し
た
。

こ
の
大
政
奉
還
に
功
の
あ

っ
た
坂
本
竜
馬
は
１１
月
１５
日

京
都
の
近
江
屋
で
暗
殺
さ
れ
た
。

‐２
月
９
日
、
京
都
御
所
の
小
御
所
で
会
議
が
開
か
れ

王
政
復
古
の
布
達
等
が
行
わ
れ
た
。
夕
刻
、
再
び
小
御

所
会
議
が
開
か
れ
た
が
将
軍
徳
川
慶
喜
は
排
除
さ
れ
、

天
皇
出
席
の
も
と
朝
廷
首
脳
と
新
任
の
三
職
ら
特
定
の

親
王

。
公
卿

。
大
名

・
藩
士
の
み
が
参
列
し
た
。
席
上
、

王
政
復
古
の
ク
ー
デ
タ
を
仕
掛
け
た
薩
摩
藩
士
大
久
保

コ
離

（利
通
）
や
公
家
岩
倉
具
視
ら
武
力
倒
幕
派
は
徳

川
慶
喜
の
辞
官

・
納
地
を
決
定
し
よ
う
と
し
た
が
、
土

佐
藩
主
山
内
豊
信

（
号
は
容
堂
）

や
福
井
藩
主
松
平

慶
永

（号
は
春
嶽
）
ら
公
議
政
体
派
は
徳
川
慶
喜
の

参
内
を
要
求
し
、
両
者
の
間
に
激
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

結
局
、
将
軍
徳
川
慶
喜
に
対
し
て
尾
張
名
古
屋
藩
主
徳

川
慶
勝
と
松
平
慶
永
が
降
官

・
納
地
の
周
旋
に
あ
た
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、
慶
喜
は
こ
れ
を
拒
ん
で
大
坂
城
に

退
い
た
。

翌
慶
応
４
年
元
旦
、
慶
喜
は
薩
摩
討
伐
の
上
表

（臣

下
か
ら
天
子
に
奉
る
文
書
）
を
起
草
し
、
翌
２
国
会
津

・

桑
名
藩
兵
を
含
む
約
１
万
５
０
０
０
人
の
幕
府
軍
が
進

軍
を
開
始
し
、
３
日
夜
に
京
都
南
郊
の
鳥
羽

・
伏
見
で

薩
摩

。
長
州
両
軍
約
４
０
０
０
人
と
衝
突
し
た
。
い
わ

ゆ
る
戊
辰
戦
争

（戊
辰
の
役
と
も
い
う
）
の
勃
発
で
あ

る
。
こ
の
戦
役
は

「
鳥
羽
伏
見
の
戦
」
、
「彰
義
隊
の
戦

（上
野
戦
争
と
、
「
長
岡
藩

。
会
津
藩
と
の
戦
」
、
「箱
館

戦
争
」
に
大
別
さ
れ
る
が
、
翌
明
治
２
年
５
月
１７
日
の

箱
館
戦
争
で
終
結
し
た
。

な
お
、
本
稿
の
年
月
日
は
明
治
５
年
１２
月
３
日

（太

陽
暦
の
採
用
）
ま
で
は
旧
暦

（た
だ
し

〇

内
は
西
暦
）、

明
治
６
年
以
降
は
新
暦
で
示
す
。

【
鳥
羽
伏
見
の
戦
】

京
都
南
郊
の
鳥
羽

・
伏
見
で
衝
突
し
た
両
軍
は
、
装

備
で
優
る
薩
長
軍
が
幕
府
軍
を
圧
倒
し
、
翌
日
に
は
朝

廷
か
ら

「錦
旗
」
を
受
け
て

「官
軍
」
が
成
立
、
淀

・

津
両
藩
の
寝
返
り
も
あ

っ
て
、
６
日
に
は
幕
府
軍
は
敗

走
し
た
。
こ
の
戦
で
新
政
府
に
お
け
る
倒
幕
派
の
主
導

権
が
確
立
し
、
正
月
７
日
に
は
徳
川
慶
喜
追
討
令
が
出

て
東
征
が
開
始
さ
れ
た
。
東
征
大
総
督
に
は
有
栖
川
宮

熾
仁
親
王
が
任
命
さ
れ
た
。

当
時
、
幕
府
は
不
穏
な
京
坂
の
情
勢
に
備
え
て
開
陽

丸
を
旗
艦
と
す
る
富
士
山
丸
、
購
竜
丸
、
刻
鶴
丸
、

順
動
丸
の
艦
船
５
隻
を
摂
津
沖
に
派
遣
し
た
。
開
陽
丸

船
将

（艦
長
）
は
榎
本
釜
次
郎

（武
揚
》
、
副
長
は
澤

太
郎
左
衛
門
で
あ

っ
た
。
軍
艦
奉
行
並
矢
田
堀
讃
岐
守

（景
蔵
）
も
西
下
し
て
榎
本
釜
次
郎
と
行
を
と
も
に
し

て
い
た
。

幕
府
軍
の
あ
ま
り
に
も
早
い
崩
れ
方
に
、
将
軍
慶
喜

の
身
を
案
じ
た
矢
田
堀
と
榎
本
は
１
月
７
日
の
早
朝
、

部
下
数
人
と
共
に
大
坂
城

へ
向
か

っ
た
。

一
方
、
大
坂
城
に
い
た
将
軍
慶
喜
は
鳥
羽

・
伏
見
の
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敗
戦
の
報
に
接
す
る
や
正
月
６
国
の
深
夜
、
密
か
に
城

の
裏
門
を
出
て
摂
津
沖
の
開
陽
丸
に
向
か

っ
た
。
慶
喜

と
釜
次
郎
は
行
き
違

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
開
陽

丸
に
乗
船
し
た
の
は
将
軍
慶
喜
だ
け
で
は
な
く
京
都
守

護
職

。
会
津
藩
主
松
平
容
保
、
京
都
所
司
代

・
桑
名
藩

主
松
平
定
敬
、
老
中
酒
井
雅
楽
守
、
板
倉
伊
賀
守
、
大

目
付
戸
川
伊
豆
守
、
外
国
奉
行
山
口
駿
河
守
の
重
臣
達

も

一
緒
で
、
幕
府
側
は
京
坂
か
ら
総
引
き
揚
げ
と
な

っ

て
し
ま

っ
た
。

１
月
８
日
夜
、
開
陽
丸
副
長
澤
太
郎
左
衛
門
は
将
軍

慶
喜
の
上
意
に
従

っ
て
船
将
榎
本
釜
次
郎
不
在
の
ま
ま

摂
津
沖
を
発
し
て
江
戸

へ
向
か

っ
た
。

【
江
戸
幕
府
の
終
馬
】

崎
代
将
軍
徳
川
慶
喜
、
幕
府
重
臣
ら
を
乗
せ
た
開
陽

丸
は
１
月
１１
日
品
川
沖
に
到
着
し
、
将
軍
慶
喜
は
江
戸

城
に
入

っ
た
。
２
月
９
日
、
慶
喜
は
恭
順
の
意
を
表
し

て
江
戸
城
を
去
り
上
野
寛
永
寺
内
の
大
慈
院
に
引
き
こ

も

っ
た
。

征
討
軍

（官
軍
）
の
計
画
し
た
伊
月
崎
日
の
江
戸
城

総
攻
撃
は
、
幕
府
陸
軍
総
裁
勝
安
房
守

（正
月
２３
日
付
）

と
征
討
軍
参
謀
西
郷
吉
之
助
の
ま
協
案
に
よ

っ
て
回
避

さ
れ
、
４
月
４
日
に
は
東
海
道
先
鋒
総
督
橋
本
実
梁
、

副
総
督
楢
原
前
光
以
下
、
西
郷
吉
之
助
、
海
江
田
武
次
、

木
梨
精

一
郎
ら
６０
名
が
江
戸
城
に
入

っ
た
。
事
実
上
の

江
戸
城
明
け
渡
し
で
あ
る
。

４
月
１１
日
、
海
江
園
武
次
、
木
梨
精

一
郎
の
両
参
謀

は
薩
摩
、
長
州
、
尾
張
、
肥
後
、
備
前
な
ど
７
藩
の
兵

を
率
い
て
江
戸
城
に
入

っ
た
。
こ
の
日
の
明
け
方
、
徳

川
幕
府
最
後
の
第
１５
代
将
軍
徳
川
慶
喜
は
上
野
寛
永
寺

内
の
大
慈
院
を
出
て
、
水
戸
に
向
け
て
ひ
っ
そ
り
と
発

っ

て
い
っ
た
。

徳
川
幕
府
は
こ
こ
に
終
焉
し
た
。

慶
応

４
年

４
月
２９
日
に
徳
川
家

は
田
安
亀
之
助

（家
達
）
が
相
続
す
る
こ
と
、
５
月
２４
国
に
は
徳
川
家

の
移
封
処
分
が
決
定
し
た
。
徳
川
亀
之
助

（家
達
）
は

駿
河
国
の
府
中

（静
岡
）
城
主
と
な
り
領
地
高
７０
万
石

が
下
賜
さ
れ
た
。
こ
の
領
地
高
は
駿
河
国
と
そ
の
余
り

は
遠
江
、
陸
奥
の
両
国
を
合
わ
せ
た
録
高
で
あ

っ
た
。

二
　
旧
幕
府
艦
隊
の
江
戸
湾
脱
走

慶
応
４
年

（１
８
６
８
）
４
月
１２
日
、
反
恭
順
派
の

総
帥
と
目
さ
れ
て
い
た
旧
幕
府
海
軍
副
総
裁
榎
本
釜
次

郎
は
幕
府
軍
艦
の
引
き
渡
し
を
拒
否
し
、
軍
艦
８
隻

（開
陽
丸
、
回
天
丸
、
購
竜
丸
、
千
代
田
形
丸
、
観
光

丸
、
富
士
山
丸
、
朝
陽
丸
、
翔
鶴
丸
）
と
運
送
船
５
隻

（成
臨
丸
、
長
鯨
丸
、
神
速
丸
、
美
加
保
丸
、
飛
竜
丸
）

の
計
１３
隻
を
率
い
て
品
川
沖
か
ら
館
山
に
退
去
し
た
。

こ
れ
を
知

っ
た
勝
安
房
守
は
、
４
月
１６
日
単
身
館
山

に
出
向
い
て
開
陽
丸
の
榎
本
を
訪
ね
、
総
督
府
か
ら
の

き

つ
い
達
し
を
示
し
て
説
得
に
あ
た

っ
た
。

４
月
１７
日
榎
本
は
勝
の
勧
告
に
従

っ
て
全
艦
船
を
率

い
て
再
び
品
川
沖
に
戻

っ
て
き
た
。

４
月
２８
日
旧
幕
府
側
は
勝
の
仲
介
に
よ
り
軍
艦
４
隻

（観
光
丸
、
富
士
山
丸
、
朝
陽
丸
、
翔
鶴
丸
）
と
運
送

船
飛
竜
丸
の
計
５
隻
お
よ
び
長
崎
丸
、
大
江
丸
、
男
孫

丸
、
旭
日
丸
と
い
っ
た
中

。
小
型
の
運
送
船
も
政
府
側

に
引
き
渡
し
た
。

旧
幕
府
艦
隊
に
は
軍
艦
４
隻

（開
陽
丸
、
回
天
丸
、

鰭
竜
丸
、
千
代
図
形
丸
）
と
運
送
船
４
隻

（成
臨
丸
、

長
鯨
丸
、
神
速
丸
、
美
加
保
丸
）
の
計
８
隻
の
艦
船
が

残

っ
た
計
算
で
あ
る
。

７
月
１７
日
江
戸
は
東
京
と
改
称
さ
れ
た
。

８
月
１９
日
夜
、
榎
本
釜
次
郎
は
旗
艦
開
陽
丸
に
搭
乗

し
、
旧
幕
府
艦
船
８
隻

（開
陽
丸
、
略
竜
丸
、
回
天
丸
、

千
代
田
形
丸
、
長
鯨
丸
、
神
速
丸
、
成
臨
丸
、
美
加
保

丸
―
旧
幕
府
艦
隊

一
覧
参
照
―
）
に
脱
走
旗
本
あ
る
い

は
各
地
の
戦
闘
で
政
府
軍
に
敗
れ
た
者
な
ど
総
勢
約
２

０
０
０
人
を
乗
せ
て
品
川
沖
か
ら
蝦
夷
地
に
向
け
て
密

か
に
脱
走
し
た
。
開
陽
丸
の
船
時
は
澤
太
郎
左
衛
門
、

蒸
気
役

一
等

（機
関
長
）
は
小
杉
雅
之
進
で
あ

っ
た
。

江
戸
湾
脱
走
に
際
し
、
榎
本
は
今
回
の
脱
走
の
目
的

を
天
下
に
公
表
す
る
た
め

『
檄
文
』
を

つ
く

っ
た
。
そ

の
内
容
は
新
王
政
を
た
た
え
な
が
ら
も
そ
の
成
り
立
ち

に
強
藩
―
薩
長
―
の
私
意
が
は
た
ら
い
て
お
り
、
真
の

王
政
で
は
な
い
。
故
に
こ
の
地
を
去
り
長
く
皇
国
の
た

め
に
基
業
を
開
き
、
皇
国
を
万
国
と
肩
を
並
べ
る
ま
で

に
も

っ
て
い
く
に
は
、
こ
の

一
挙
―
江
戸
湾
脱
走
―
し

か
な
い
…
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
蝦
夷
地

へ
の
脱
走
の
道
は
決
し
て
平
坦
な

も
の
で
は
な
か

っ
た
。
房
総
沖
で
暴
風
に
遭
遇
し
美
加

保
丸
、
成
臨
丸
を
失
い
、
開
陽
丸
も

マ
ス
ト
と
陀
を
破

″



旧 幕 府 軍 艦 一 覧

艦名(丸) 酸
唖 種 排水 トン 長さX幅 (m) 馬力 X基 帆 装

開   陽 木造プロペラ汽船 2,590   1  73 2X l1 9 400× 1 3 櫓 ・シ   ッ   プ

賞番    青昌 木造プロペラ汽船 1  411× 67 128 X l 3程3・ ト ッフ
°
スルスクーナ

回   天 木 造 外 車 汽 船 1,678 45 7X l1 0 400× 1 2 楢 ・ブ  リ  ッ  グ

千代田形 木造プロペラ汽船 296X 49 60× 1 2種3・ ト ッフ
°
スルスクーナ

長   鯨 鉄 製 外 車 汽 船 76 2Xl1 0 300 X l 2オ替・トップスルスクーナ

神  速 木造 プ ロペラ汽船 396X 49 90× 1 2提i・ トッフ
°
スルスクーナ

成 臨 丸 木 造 帆 船 510×  7_3 3 楢 ・バ   ー   ク

美 加 保 木 造 帆 船 530× 100 3 楢 ・バ   ー   ク

〔注〕日本近世造船史 (明治時代)・造船協会 ・昭和48年による

旅g泌 用a2σ

損
す
る
と
い
う
悲
運
に
見
舞
わ
れ
た
。

慶
応
４
年
９
月
８
日
慶
応
は
明
治
と
改
元
さ
れ
た
。

〓
一　
仙
台
藩
士
細
谷
十
太
夫
と
開
陽
丸
蒸
気
役

一
等

（機
関
長
）
小
杉
雅
之
進
と
の
出
会
い

【
仙
台
藩
の
動
向
】

慶
応
４
年

（１
８
６
８
）
５
月
６
日
の
奥
羽
越
列
藩

同
盟
の
成
立
に
よ

っ
て
、
戊
辰
の
戦
局
は
大
き
く
変
わ

る
か
に
見
え
た
が
、
奥
羽
の
関
門
で
あ
る
白
河
国
の
守

備
に
あ
た

っ
て
い
た
仙
台
藩
、
会
津
藩
等
の
同
盟
軍
が

大
敗
を
喫
し
た
こ
と
か
ら
、
列
藩
同
盟
の
戦
争
戦
略
は

大
き
な
痛
手
を
蒙
り
、
同
盟
は
瓦
解
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
誤
算
は
、
奥
羽
列
藩
が
期
待
し
て
い
た
榎
本
釜
次

郎
の
旧
幕
府
艦
隊
が
、
江
戸
湾
か
ら
動
く
気
配
を
見
せ

な
か

っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
そ
の
た
め
、
海
軍
力
を

持
た
な
い
同
盟
軍
は
東
北
太
平
洋
岸
の
制
海
権
を
完
全

に
政
府
軍
に
奪
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
政
府
軍
の
平
潟

港
上
陸
を
許
し
、
白
河
回
方
面

へ
の
兵
力
の
増
強
を
容

易
に
し
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

同
盟
軍
は
白
河
口
で
の
敗
戦
以
来
、
各
方
面
の
戦
況

も
思
わ
し
く
な
く
、
同
盟
軍
の
結
束
も
だ
ん
だ
ん
と
乱

れ
て
き
た
。
相
馬
中
村
藩
が
政
府
軍
に
内
通
し
て
い
る

ら
し
い
こ
と
か
ら
、
仙
台
藩
兵
は
中
村
城
を
通
り
越
し

て
国
境
の
駒

ヶ
嶺
ま
で
退
き
、
米
沢
藩
兵
も
帰
藩
し
て

し
ま

っ
た
。

８
月
４
日
相
馬
中
村
藩
は
新
政
府
軍
に
降
伏
し
た
。

国
境
の
駒
ヶ
嶺
で
抵
抗
を
続
け
て
い
た
仙
台
藩
も
、

８
月
の
中
旬
に
入
る
と
敗
色
が
濃
く
な
り
、
藩
内
は
降

伏
か
抗
戦
か
で
藩
論
が
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
状
態
で

あ

っ
た
。

【
仙
台
藩
士
細
谷
十
太
夫
】

細
谷
十
太
夫
に
つ
い
て
仙
墓
人
名
大
辞
書

（仙
台
人

名
辞
書
刊
行
会
、
宝
文
社
、
１
９
８
１
）
は
仙
台
市
内

の
龍
雲
院
境
内
に
建

つ
細
谷
十
太
夫
顕
彰
碑
の
碑
文
を

載
せ
て
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

細
谷
直
英
、
奇
傑
。
十
太
夫
と
称
す
、
鳩
仙
は
其
琥

な
り
、
其
先
は
伊
達
郡
細
谷
村
に
住
す
、
因
り
て
氏
と

す
、
世
々
大
番
士
に
班
し
て
、
禄
五
十
石
を
食
む
、
幼曹洞宗 龍 雲院 (著者撮影)
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に
し
て
父
を
喪
ひ
、
母
亦
大
帰
し
、
零
丁
孤
苦
、
備
に

穀
苦
を
嘗
む
、
性
豪
放
勇
敢
に
し
て
、
獲
氣
人
を
圧
す
、

剣
槍
弓
銃
の
諸
芸
に
達
し
、
尤
も
撫
御
の
術
に
長
ず
、

其
普
請
方
役
人
と
な
る
や
、
常
に
私
財
を
散
じ
て
人
夫

を
労
ふ
、
人
皆
悦
服
し
て
功
程
他
に
倍
す
、
戊
辰
の
春
、

命
を
受
け
て
常
野
の
間
を
視
察
す
、
既
に
し
て
西
軍
と

戦
ふ
に
当
た
り
、
衝
撃
隊
を
組
織
し
、
大
刀
を
凧
用
し
、

服
装
皆
黒
色
を
用
ふ
、
世
呼
び
て
鳩
組
と
云
ふ
、
戦
ふ

毎
に
刀
を
揮
ひ
て
突
撃
す
れ
ば
敵
軍
忽
ち
辞
易
す
三
十

餘
戦
悉
く
之
に
克

つ
、
功
を
以
て
小
姓
組
に
進
み
、
二

百
石
を
下
賜
さ
れ
る
、
慶
邦
公
、
名
を
武

一
郎
と
賜
ふ
、

明
治
五
年
開
拓
使
権
少
主
典
に
任
ぜ
ら
れ
、
六
年
職
を

磐
前
縣
に
奉
じ
、
十
年
西
南
の
役
に
従
ひ
て
陸
軍
少
尉

に
任
ぜ
ら
れ
、
各
地
に
韓
戦
し
て
晩
名
を
博
す
、
功
を

以
て
勲
六
等
に
叙
し
旭
国
章
を
賜
ふ
、
尋
で
宮
城
県
五

等
属
と
な
り
、
勧
業
事
務
に
従
ふ
、
十
二
年
牡
鹿
郡
大

街
道
開
墾
場
長
と
な
る
、
十
四
年
、
龍
駕
北
巡
の
際
、

勅
に
よ
り
有
栖
川
宮
殿
下
場
に
臨
み
、
酒
肴
料
を
賜
は

る
、
廿
七
年
征
清
の
役
に
軍
夫
千
人
長
と
な
り
、
満
州

皇
湾
各
地
に
抵
り
、
功
労
頗
る
多
し
、
後
ち
西
有
穆
山

禅
師
に
従
ひ
て
僧
と
な
り
、
林
子
平
の
菩
提
所
仙
室
北

八
番
丁
龍
雲
院
に
住
し
其
荒
廃
を
回
興
せ
ん
と
し
て
大

い
に
努
力
す
る
所
あ
り
、
志
未
だ
果
さ
ず
し
て
明
治
四

十
年
五
月
六
日
示
寂
す
、
世
毒
六
十
三
、
龍
雲
院
に
葬

る
。
（碑
文
）

（解
説
）
〔奇
傑
〕
特
に
優
れ
た
人
。
〔大
帰
し
〕
別
れ

る
こ
と
。
〔零
丁
〕
お
ち
ぶ
れ
て
孤
独
な
さ
ま
。

〔撫
御
〕
な
だ
め
鎮
め
る
こ
と
。

〔示
寂
〕
高
僧
が
死

ぬ
こ
と
。

〔龍
駕
北
巡
〕
明
治
天
皇
の
東
北
御
巡
幸
を
さ
す
。

〔林
子
平
〕
六
無
斎
と
号
し
た
。
父
は
幕
臣
だ

っ
た
が

牢
人
と
な
り
、
兄
の
仙
台
藩

へ
の
出
仕
を
機
に
仙
台
に

移
り
住
ん
だ
。
天
明
５
年

（１
７
８
５
）
に

『
三
国
通

覧
図
説
』
、
翌
年
に

『
海
国
兵
談
』
を
著
し
、
日
本
周

辺
の
状
況
と
海
防

へ
の
世
論
の
喚
起
を
は
か

っ
た
。
そ

の
た
め
に
、
人
心
を
惑
わ
し
た
と
し
て
仙
台
蟄
居
を
命

じ
ら
れ
不
遇
の
う
ち
に
寛
政
５
年

（
１
７
９
３
）
病
没

し
た
。
高
山
彦
九
郎
、
蒲
生
君
平
と
と
も
に
寛
政
の
三

奇
人
と
い
わ
れ
た
。

と
も
あ
れ
、
細
谷
十
太
夫
の
最
大
の
功
績
は
、
戊
辰

戦
争
時
に
旧
幕
府
艦
隊
を
早
期
に
仙
台
湾
か
ら
退
避
さ

せ
蝦
夷
地

へ
の
渡
航
を
援
け
、
旧
幕
府
軍

・
藩
内
佐
幕

派
と
新
政
府
軍
と
の
軋
探
を
回
避
し
て
仙
台

。
塩
竃

・

石
巻
の
街
を
戦
火
か
ら
救

っ
た
こ
と
で
あ
る

（後
述
す

る
）
。
な
お
、
細
谷
十
太
夫
に
は
妻
と
の
間
に
長
女
な

ほ
、
長
男
十
太
郎
、
次
男
胞
次
郎
、
三
男
辰
三
の
４
人

の
子
供
が
い
た
。

【
細
谷
十
六
夫
と

「鳥
組
」
の
活
躍
】

「
細
谷
が
ら
す
に
十
六
さ
さ
げ
　
な
け
り

ゃ
官
軍

た
か
ま
く
ら

古同
“府“」

し

ら

か

わ

明
治
元
年

（慶
応
４
年
）
戊
辰
戦
争
当
時
、
白
河
口

の
戦
争
に
ゲ
リ
ラ
戦
を
展
開
し
て
大
い
に
官
軍
を
悩
ま

し
た

「
烏
組
」
（雅
組
と
も
）
隊
長

・
仙
台
藩
士
細
谷

十
太
夫
の
活
躍
と
、
棚
倉
藩

（藩
主
阿
部
美
作
守
、
家

紋
は
さ
さ
げ
）
を
脱
藩
し
、
「
誠
心
隊
」
を
組
織
し
て

官
軍
と
戦

っ
た
１６
人
の
活
躍
を
謡

っ
た
も
の
で
あ
る
と

い
う
。

細
谷
十
太
夫
と
烏
組
の
活
躍
ぶ
り
は
、
『
郷
土
史
事

典

・
宮
城
県
』
（佐
々
久

・
編
、
昌
平
社
、
１
９
７
７
）

に
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、
次
に
紹
介
す
る
。

細谷十太夫 (鳩仙)の 座像
(著者撮影)

烏組の旗 (幅lm余 )
(石巻市毛利伸氏蔵)
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仙
台
藩
士
細
谷
十
太
夫
は
、
福
島
の
二
本
松
で
、
横

浜
と
取
引
の
あ
る
生
糸
商
の
手
代
と
な

っ
た
。
江
戸
探

索
の
た
め
で
あ
る
。
す
で
に
細
谷
は
上
方
や
女
郎
屋
の

妓
夫
太
郎
、
刈
田
郡
斎
川
名
産
孫
太
郎
虫
売
り
に
姿
を

変
え
、
米
沢
、
荘
内
、
水
戸
、
会
津
な
ど
の
諸
藩
に
潜

入
、
情
報
を
逐
次
報
告
し
て
い
た
が
、
情
報
の
正
確
さ

と
度
胸
を
買
わ
れ
た
今
度
の
任
務
は
、
し
か
し

一
日
だ

け
で
終
わ

っ
た
。

慶
応
四
年
五
月

一
日
の
官
軍
と
奥
羽
列
藩
同
盟
軍
の

最
初
の
激
戦
で
同
盟
軍
は
大
敗
、
白
河
城
は
官
軍
に
占

拠
さ
れ
た
。
敗
報
を
聞
い
た
細
谷
は
、
江
戸
探
索
な
ど

返
上
、
須
賀
川
に
出
て
女
郎
屋
の
店
先
に
、
筆
太
の
字

で

「
仙
台
藩
細
谷
十
太
夫
本
陣
」
と
張
り
出
し
、
親
し

い
桑
折
の
和
三
郎
、
掛
田
の
善
兵
衛
な
ど
の
博
徒
を
使

い
兵
を

つ
の
っ
た
。
五
月
三
日
か
ら

一
五
日
ま
で
に
五

七
名
が
応
募
し
た
。
細
谷
は
彼
ら
に
黒
装
束
、
長
脇
差
、

槍
を
与
え
、　
一
羽
の
カ
ラ
ス
を
染
め
た
隊
旗
を

つ
く
り
、

「
衝
撃
隊
」
と
名
乗

っ
た
。
人
は

「烏
組
」
と
よ
ん
だ
。

細
谷
か
ら

「
前
進

・
退
却
の
命
令
に
は
従
え
、
敵
は

銃
隊
、
接
近
す
れ
ば
勝

つ
」
と
訓
示
さ
れ
た
烏
組
が
、

敵
と
衝
突
し
た
の
は
五
月
二

一
日
で
、
以
来
七
月
二
六

日
に
新
任
務
に
着
く
ま
で
白
河
口
で
戦
う
こ
と
三
〇
数

回
で
あ

っ
た
。
烏
組
は
つ
ね
に
、
白
河
城
攻
略
に
む
か

う
仙
台
藩
の
先
頭
を
進
む
。
喧
嘩
な
れ
し
た
者
た
ち
は
、

敵
に
接
近
し
て
は
勇
敢
に
斬
り
こ
む
。
「
薩
摩
手
掘
野

郎
」
「
仙
台
味
噌
野
郎
」
と
た
が
い
に
の
の
し
り
あ
う

接
戦
に
な

っ
て
も
退
却
し
な
い
。
猟
師
出
身
の
隊
員
は

間
道
を
走
り
、
敵
の
後
方
に
出
て
狙
撃
す
る
。
大
砲

一

発
ド
ン
と
鳴
る
と
、
烏
組
は
前
進
し
、
正
規
の
仙
台
藩

兵
は
指
揮
官
増
田
繁
幸
を
先
頭
に
五
里
退
却
す
る
。
だ

か
ら
、
仙
台
勢
は

「
仙
台
の
ド
ン
五
里
兵
」
と
敵
か
ら

も
同
盟
軍
か
ら
も
嘲
笑
さ
れ
た
…

（以
下
略
）
。

（解
説
）
〔手
代
〕
（
て
だ
い
》
江
戸
時
代
の
商
家
で
は

番
頭
と
丁
稚
と
の
中
間
に
位
す
る
身
分
。

〔妓
夫
太
郎
〕

（牛
太
郎
と
も
）
遊
女
屋
の
若
い
者

（使
用
人
）

〔孫
太
郎
虫
〕
（
ま
ご
た
ろ
う
む
し
）

ア
ミ
メ
カ
ゲ

ロ

ウ
ロ
の
昆
虫

ヘ
ビ
ト
ン
ボ
の
幼
虫
。
川
底
に
住
み
、
体

長
４
～
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
乾
燥
し
て
府
の
薬
と
す

ＺＯ
。と

こ
ろ
で
、
「
さ
さ
げ
」
に
は

〃
や

っ
こ
さ
さ
げ
〃

〃
さ
さ
げ
〃
　
〃十
六
さ
さ
げ
〃
の
３
種
類
が
あ
り
、

″十
六
さ
さ
げ
〃
は
友
の
中
に
１６
箇
の
豆
を
持

っ
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
そ
う
名
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。
棚
倉
藩

主
の
家
紋
と
誠
心
隊
±
１６
名
を
結
び

つ
け
た
も
の
で
あ

ＺＯ
。ま

た
、
江
戸
の
武
士
の
間
で
は
赤
飯
に

〃さ
さ
げ
〃

を
使
用
す
る
と
い
う
。
こ
れ
は

〃あ
ず
き
〃
は
煮
る
と

皮
が
破
れ
や
す
く
、
腹
が
切
れ
る
―
切
腹
に
通
じ
る
―

と
こ
ろ
か
ら
、
煮
て
も
皮
が
破
れ
な
い

″さ
さ
げ
〃
を

赤
飯
に
使
う
と
い
う
。

【
慕
府
軍
艦
開
陽
丸
蒸
気
役

一
等

（機
関
長
）
小
杉
雅

之
進
】
小
杉
雅
之
進
は
父
直
方
の
三
男
と
し
て
天
保
１４
年

（
１
８
４
３
）
１０
月
１
日
に
出
生
し
た
。
長
男
は
早
世

し
た
の
で
次
男
の
直
吉
が
跡
目
を
継
い
だ
。

安
政
４
年

（
１
８
５
７
）
９
月
、
雅
之
進
１４
歳

（満

年
齢
、
以
下
同
じ
）
の
と
き
長
崎
海
軍
伝
習
所

へ
幕
府

伝
習
生
第
３
期
生
と
し
て
入
所
し
、
オ
ラ
ン
グ

・
ロ
ッ

テ
ル
ダ
ム
造
船
所
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
た
機
関
士
官

ハ

ル
デ
ス
の
も
と
で
蒸
気
理
論

・
蒸
気
機
関
の
運
転
法

・

機
関
修
理
の
方
法
等
を
学
ん
だ
。

安
政
５
年

（
１
８
５
８
）
４
月
２３
日
幕
府
大
老
に
就

任
し
た
彦
根
藩
主
井
伊
直
弱
は
、
翌
年
５
月
１８
日
長
崎

が
遠
隔
の
地
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
財
政
難
で
あ
る
こ

と
を
理
由
に
長
崎
海
軍
伝
習
所
を
閉
鎖
し
た
。

安
政
６
年
、
江
戸
に
帰

っ
た
雅
之
進
は
幕
府
海
軍
士

官
に
推
挙
さ
れ
、
築
地
講
武
所
内
に
新
設
さ
れ
て
い
た

海
軍
操
練
所
に
教
授
方
手
伝
と
し
て
出
仕
し
た
。

幕
府
は
安
政
５
年
に
ア
メ
リ
カ
と
締
結
し
た
日
米
修

好
通
商
条
約
の
本
書
を
交
換
を
す
る
た
め
、
使
節
を
米

国

ワ
シ

ン
ト

ン

ヘ
派
遣

す

る

こ
と
と

な

り
正
使

新
見
豊
前
守
正
興
、
副
使
村
垣
淡
路
守
範
正
、
副
使
木

村
摂
津
守
喜
毅
、
監
察
小
栗
豊
後
守
忠
順
ら
を
任
命
し
、

木
村
摂
津
守
を
除
く

一
行
は
ア
メ
リ
カ
軍
艦
ポ
ー
ハ
タ

ン
で
出
発
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

一
方
、
幕
府
は
使
節
の
警
護
と
い
う
名
国
で
威
臨
丸

を
米
国
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ヘ
派
遣
す
る
こ
と
と
し
、
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副
使
の
軍
艦
奉
行
木
村
摂
津
守
を
乗
船
さ
せ
、
船
将
に

海
軍
操
練
所
教
授
方
頭
取
勝
麟
太
郎
を
任
命
し
た
。
小

杉
雅
之
進
も
成
臨
丸
の
蒸
気
方
教
授
手
伝
と
し
て
乗
り

組
ん
だ
。

成
臨
丸
は
安
政
７
年

（万
延
元
年
）
正
月
聞
日

（
１

８
６
０
年
２
月
４
国
）
品
川
沖
を
出
航
し
、
同
年
５
月

６
日

（６
月
２４
日
）
品
川
沖
に
帰
航
し
そ
の
大
任
を
果

た
し
た
。
帰
朝
後
、
雅
之
進
は
海
軍
操
練
所
出
仕
と
な

り
、
同
年
１０
月
１５
日
海
軍
操
練
所
教
授
方
出
役
を
仰
せ

付
け
ら
れ
、
海
軍
操
練
所
教
授
と
な

っ
た
。
こ
の
間
の

３
月
３
日
、
井
伊
大
老
は
桜
田
門
外
で
水
戸

・
薩
摩
の

浪
士
に
暗
殺
さ
れ
た
。

【
小
杉
雅
之
進
と
榎
本
釜
次
郎
の
出
会
い
】

慶
応
３
年

（１
８
６
７
）
３
月
２６
日
、
幕
府
が
か
ね

て
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
に
発
注
し
て
い
た
開
陽
丸
が
横
浜
に

到
着
し
た
。
開
陽
丸
に
は
オ
ラ
ン
ダ
に
留
学
し
て
い
た

内
圏
恒
次
郎
、
榎
本
釜
次
郎
、
澤
太
郎
左
衛
門
、
国
□

俊
平
ら
９
名
が
乗
船
し
て
お
り
、
彼
ら
は
文
久
２
年

（
１
８
６
２
）
６
月
１８
日
江
戸
品
川
沖
を
発

っ
て
か
ら

４
年
９
か
月
ぶ
り
の
帰
国
で
あ

っ
た
。

小
杉
雅
之
進
は
開
陽
丸
乗
組
み
を
命
じ
ら
れ
た
。
榎

本
釜
次
郎
と
の
運
命
的
な
出
会
い
で
あ
る
。

こ
の
年
、
２４
歳
に
な

っ
た
雅
之
進
は
美
濃
岐
阜
の
大

野
弘
の
娘
由
と
結
婚
し
た
。

慶
応
４
年

（
１
８
６
８
）
正
月
、
雅
之
進
は
軍
艦
蒸

気
役

一
等
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
現
代
風
に
言
え
ば
開

陽
丸
機
関
長
で
あ
る
。
雅
之
進
２５
歳
の
冬
で
あ

っ
た
。

四
　
旧
幕
府
艦
隊
仙
台
湾
に
集
結

【仙
台
沖
】

旧
幕
府
艦
隊
は
銚
子
沖
で
強
烈
な
暴
風
雨
に
道
遇
し

美
加
保
丸
と
成
臨
丸
を
失

っ
た
が
、
他
艦
は
北
上
を

つ

づ
け
、
慶
応
４
年
８
月
２４
日
か
ら
９
月
１８
日
に
か
け
て

全
艦
船
が

「
仙
台
沖
」
に
到
着
し
た
。

こ
こ
で
、
仙
台
沖
と
は
広
く
仙
台
湾
を
指
し
、
松
島

湾

（寒
風
沢
）
、
野
蒜
湾

（東
名
浜
沖
）
、
石
巻
湾

（石

巻
港
、
渡
波
港
）
、
お
よ
び
荻
浜
湾

（折
浜
沖
）
が
含

ま
れ
る

（仙
台
湾
図
参
照
）
。

な
お
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
航
海
用
海
図
の
松
島

湾

・
寒
風
沢
、
野
蒜
湾
、
渡
波
港
お
よ
び
荻
浜
付
近
を

抜
粋

・
掲
載
し
、
停
泊
場
所
の
広
さ
、
水
深

（
メ
ー
ト

ル
）
等
の
参
考
に
供
し
た
。

ま
た
、
明
治
１６
年
１０
月
海
軍
省
水
路
局
刊
行
の
海
国

第
百
五
十

一
琥

『
日
本
中
土
東
岸
陸
前
松
島
濁
附
載
野

蒜
及
石
濱
泊
地
』
（写
、
石
巻
市

・
本
間
英

一
氏
提
供
、

縦
７３
×
横
１
０
３
セ
ン
チ
）
も
参
考
の
た
め
に
掲
載
し

た
。
本
図
に
よ
れ
ば
寒
風
沢
沖
で
水
深
４
～
７
尋

（１

尋
＝
１
フ
ァ
ゾ
ム
約
１

９
８
メ
ー
ト
ル
、
７

●
２
～
１

２

●
６
メ
ー
ト
ル
）
、
野
蒜
湾
は

「
野
蒜
泊
地
」
と
記

載
さ
れ
、
船
舶
の
停
泊
地
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
水
深

も
５
～
６
尋

（９

，
０
～
１
０

●
８
メ
ー
ト
ル
）
あ
る
。

現
在
の
海
図
と
の
比
較
も
興
味
深
い

【
開
陽
丸
石
巻
に
入
港
】

慶
応
４
年
８
月
２４
日
長
鯨
丸

（９
９
６
ト
ン
、
長
さ

４６
メ
ー
ト
ル
）
は
仙
台
沖
に
到
着
し
た

（『
榎
本
武
揚
』

加
茂
儀

一
、
以
下
同
じ
）
。
長
鯨
丸
の
泊
地
は
船
の
大

き
さ
、
泊
地
の
広
さ
、
水
深
等
か
ら
寒
風
沢
沖
と
思
わ

れ
る
。

８
月
２６
日
開
陽
丸

（２
５
９
０
ト
ン
、
長
さ
７３
メ
ト

ト
ル
）
は
マ
ス
ト
を
折
り
、
陀
に
損
傷
を
う
け
な
が
ら

も
石
巻
に
入
港
し
た
。
石
巻
港
に
は
多
く
の
千
石
船
が

出
入
し
、
船
大
工
も
多
い
こ
と
か
ら
船
体

，
舵
の
修
理

に
適
し
て
い
る
と
考
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

【細
谷
十
太
夫
、
開
陽
丸
の
連
絡
係
と
な
る
】

榎
本
釜
次
郎
は
た
だ
ち
に
仙
台
藩
主
伊
達
慶
邦

へ
謁

見
を
要
請
し
た
。
こ
の
と
き
仙
台
藩
と
開
陽
丸
の
連
絡

係
に
な

っ
た
の
は
藩
主
伊
達
慶
邦
に
信
任
の
厚
か

っ
た

細
谷
十
太
夫
で
あ

っ
た
。

９
月
２
日
榎
本
は
仙
台
青
葉
城
で
藩
主
に
謁
見
し
以

後
の
軍
議
に
も
加
わ

っ
た
が
、
こ
の
時
に
は
奥
羽
の
戦

局
は
す
で
に
峠
を
越
し
て
お
り
、
榎
本
艦
隊
が
入
港
し

た
か
ら
と
い
っ
て
大
勢
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
ほ
と

小杉雅三 ・由 夫 妻

(小杉伸一氏提供)
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仙台湾 (昭文社版 「宮城県」による)
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松島湾 ・寒風沢、野蒜湾付近 (海図 ・海上保安庁水路部刊)
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萩浜湾 ・渡波港および折浜付近 (海図 ・海上保安庁水路部刊)

戸ゴ

日本中土東岸陸前松島湾附載野蒜及石演泊地 (明治16年海軍省水路局刊行)



旅客船 比姥奪

ん
ど
不
可
能
に
近
か

っ
た
。

仙
台
藩
偵
察
方

（藩
主
隠
密
か
？
）
と
し
て
、
江
戸

を
は
じ
め
諸
処

へ
探
索
に
出
掛
け
る
こ
と
の
多
か

っ
た

細
谷
十
太
夫
は
、
そ
の
後
も
秘
か
に
城
下
国
分
町
の
榎

本
の
宿
所
を
訪
れ
政
府
軍
と
の
戦
闘
の
状
況
、
仙
台
藩

の
現
況
等
の
情
報
を
逐

一
榎
本
ら
に
流
し
て
い
た
に
違

い
な
い
。

ま
た
そ
の
折
、
十
太
夫
は
仙
台
藩
降
伏
後
の
身
の
処

し
方
に
つ
い
て
も
榎
本
ら
と
話
し
合

っ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。　
一
つ
は
、
新
政
府
の
探
索
か
ら
徹
底
的
に
逃
れ

る
こ
と
、
も
し
捕
ら
え
ら
れ
れ
ば
政
府
軍
に
敵
対
し
た

烏
組
隊
長
と
し
て
処
刑
さ
れ
る
こ
と
は
明
白
だ

っ
た
か

ら
で
あ
る
。
も
う

一
つ
は
、
仙
台
付
近
に
潜
ん
で
新
政

府
軍
の
行
動
を
監
視
し
、
そ
の
情
報
を
箱
館
の
榎
本
に

知
ら
せ
る
こ
と
で
あ

っ
た
。

【
旧
幕
府
艦
隊
全
艦
船
、
仙
台
湾
に
集
結
】

９
月
５
日
千
代
図
形
丸

（１
３
８
ト
ン
、
長
さ
４‐
メ
ー

ト
ル
）
と
神
速
丸

（２
５
０
ト
ン
、
長
さ
４０
メ
ー
ト
ル
）

が
仙
台
沖
に
到
着
し
た
。
長
鯨
丸
同
様
、
寒
風
沢
沖
に

停
泊
し
た
と
思
わ
れ
る
。

９
月
８
日

「
明
治
」
と
改
元
。
９
月
１０
日
に
は
駒

ヶ

嶺
で
仙
台
軍
と
政
府
軍
の
最
後
の
激
突
が
あ

っ
た
。
同

じ
日
、
仙
台
城
中
で
の
審
議
は
降
伏
を
決
定
し
た
。
星

陶
太
郎
の
率
い
る
イ
ギ
リ
ス
式
編
成
の
仙
台
藩
最
強
部

隊
の

「額
兵
隊
」
約
１
０
０
０
名
も
、
細
谷
十
太
夫
率

い
る

「
衝
撃
隊
」
、
別
名

「
烏
組
」
の
７０
余
名
も
降
伏

を
迎
え
た
。

９
月
１５
日
旧
幕
府
艦
隊
は
、
仙
台
藩
に
貸
与
さ
れ
て

い
た
大
江
丸

（
１
６
０
ン
）
お
よ
び
鳳
凰
丸

（
１
３
０

ト
ン
）
を
接
収
し
艦
隊
に
加
え
た
。

９
月
１８
日
回
天
丸

（
１
６
７
８
ト
ン
、
長
さ
６６
メ
ー

ト
ル
）
、
略
竜
丸

（３
７
０
ト
ン
、
長
さ
４‐
メ
ー
ト
ル
）

が
仙
台
沖

（東
名
浜
沖
と
思
わ
れ
る
）
に
停
泊
し
た
。

こ
こ
に
旧
幕
府
艦
隊
の
全
艦
船
が
仙
台
湾
に
集
結
し
た

の
で
あ
る
。
各
艦
は
そ
れ
ぞ
れ
の
停
泊
地
で
船
体
の
修

理

・
整
備
に
専
念
し
た
。

【
細
谷
十
大
夫
、
仙
台

・
塩
竃

・
石
巻
を
戦
火
か
ら
救

う
】９
月
１９
日
～
２０
日
細
谷
十
太
夫
は
城
下
に
滞
在
中
の

榎
本
ら
に

「
即
刻
城
下
を
引
き
払
う
よ
う
に
」
と
の
君

命
を
伝
え
る
べ
く
国
分
町
に
あ

っ
た
榎
本
の
陣
営
に
駆

け

つ
け
た
が
、
榎
本
ら
は
す
で
に
国
分
町
を
引
き
払
い

塩
竃
に
向
け
出
発
し
た
あ
と
で
あ

っ
た
。
そ
の
実
、
榎

本
は
事
前
に
十
太
夫
か
ら
の
連
絡
で
仙
台
藩
の
降
伏
を

知
り
、
早
々
に
城
下
を
退
散
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

旧
幕
府
軍
と
新
撰
組
隊
も
仙
台
を
引
き
払
い
松
島
方

面
に
移
動
し
た
。

９
月
２０
日
榎
本
は
庄
内
藩
の
援
軍
派
遣
の
求
め
に
応

じ
て
、
石
巻
に
停
泊
中
の
旧
幕
府
軍
艦
長
崎
丸

（
３
４

１
ト
ン
。
本
年
５
月
に
江
戸
か
ら
遊
撃
隊
を
乗
せ
て
き

た
も
の
）
に
兵
７０
余
名
を
乗
せ
、
千
代
図
形
丸
と
と
も

に
酒
田
へ
向
か
わ
せ
た
。

９
月
２６
日
新
政
府
軍
は
仙
台
に
進
駐
し
、
仙
台
藩
兵

と
と
も
に
市
中
見
回
り
を
開
始
し
た
。
榎
本
は
修
理

・

整
備
の
終
わ

っ
た
全
艦
船
を
松
島
湾
の
寒
風
沢
沖
と
野

蒜
湾
の
東
名
浜
沖
に
集
合
さ
せ
た
。

１０
月
２
日
細
谷
十
太
夫
は
額
兵
隊
を
同
道
し
て
石
巻

に
到
着
、
北
上
川
東
岸
の
湊
村
に
宿
営
さ
せ
て
官
軍
と

の
軋
礫
を
回
避
し
た
。
仙
台

・
塩
竃

・
石
巻
の
街
を
戦

火
か
ら
救

っ
た
の
で
あ
る
。

１０
月
４
日
陸
軍
隊

・
新
撰
組
隊
は
石
巻
村
本
町
と
中

町
に
、
旧
幕
府
軍
は
湊
村
に
宿
営
し
た
。

１０
月
７
日
旧
幕
府
艦
隊
は
寒
風
沢
と
東
名
浜
か
ら
石

巻
村
東
方
の
荻
浜
湾
の
折
浜
沖
に
移
動
し
た
。

１０
月
８
日
榎
本
が
仙
台
藩
に
要
請
し
て
い
た
調
達
物

資
が
折
浜
に
到
着
、
積
み
込
み
を
始
め
た
。

１０
月
１０
日
旧
幕
府
軍
は
折
浜
に
終
結
、
衝
鋒
隊
４
０

０
名
、
額
兵
隊
２
５
２
名
な
ど
約
２
３
０
０
名
が
各
艦

に
分
乗
し
た
。

五
　
旧
幕
府
艦
隊
、
仙
台
湾
を
出
航

【
艦
隊
用
物
資
の
調
達
】

こ
れ
よ
り
先
、
榎
本
は
密
か
に
仙
台
藩
に
対
し
て
米

穀
等
の
食
料
や
生
活
用
品
の
供
給
を
要
請
し
て
い
た
。

当
時
の
仙
台
藩
は
打
ち
続
く
自
然
災
害
や
戦
乱
の
た
め
、

そ
の
要
請
を
満
た
す
財
政
的
な
余
裕
は
な
か

っ
た
。
し

か
し
、
仙
台
藩
と
し
て
は
旧
幕
府
艦
隊
が
速
や
か
に
仙

台
湾
を
退
去
し
て
く
れ
る
の
が
得
策
と
考
え
、
そ
れ
ら

を
供
給
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

財
政
担
当
藩
士
の
松
倉
陶
は
そ
の
経
費
捻
出
に
苦
慮

を
重
ね
た
が
、
結
局
、
こ
れ
ま
で
も
し
ば
し
ば
急
場
を

/ク
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救

っ
て
く
れ
た
石
巻
村
の
豪
商
毛
利
屋
理
兵
衛
に
物
資

の
調
達
と
供
与
を
懇
請
し
た
。
理
兵
衛
は
こ
れ
を
応
諸

し
、
買
い
集
め
た
物
資
は
毛
利
邸
の
広
大
な
庭
先
に
集

積
し
、
理
兵
衛
の
手
に
よ
っ
て
渡
波
ま
で
陸
送
さ
れ
た
。

そ
こ
か
ら
折
浜
ま
で
運
ぶ
段
取
り
を

つ
け
た
の
は
新
撰

組
隊
長
の
上
方
歳
三
で
あ

っ
た
と
い
う
。
調
達
物
資
の

内
容
は

『
仙
台
戊
辰
史

（復
刻
と

（藤
原
相
之
助
、
柏

書
一房
）
に
よ
れ
ば
、

酒

一
斗
入
千
樽
、
沢
庵
三
百
樽
、
味
噌
二
百
樽
、

荏
油
五
十
樽
、
胡
麻
油
二
百
樽
、
塩
百
五
十
俵
、
梅
干

二
百
樽
、
賜
三
万
枚
、
仙
台
精
五
十
石
、
醤
油
五
百
樽
、

鰹
節
五
百
貫
目
、
椎
茸
二
百
貫
目
、
白
砂
糖
三
百
貫
目
、

鶏
卵
三
高
粒
、
米
千
俵
、
大
豆
五
十
俵
、
焼
パ
ン
百
箱
、

番
茶
三
百
斤
、
酢
三
十
樽
、
炭
十
蔦
俵
、
薪
五
高
本
、

椿
油
二
十
樽
、
上
麻

一
千
貫
、
十
匁
蝋
燭
三
高
挺
、
白

木
綿
五
百
反
、
白
半
切
三
高
校
、
料
紙
三
千
枚
、
…

等
々
４８
品
目
で
あ

っ
た
。

【
仙
台
湾
出
航
と
便
乗
者
】

榎
本
釜
次
郎
は
艦
隊
が
こ
れ
以
上
仙
台
湾
に
停
泊
す

る
こ
と
は
、
す
で
に
降
伏
を
決
め
た
仙
台
藩
に
累
が
及

ぶ
こ
と
を
恐
れ
、
早
々
に
こ
の
地
を
離
れ
北
海
道

へ
渡

航
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。

１０
月
１２
日
、
旧
幕
府
艦
隊
は
石
巻
湾
折
浜
沖
を
出
航

し
た
。
各
艦
船
に
は
桑
名
藩
主
松
平
定
敬
、
備
中
松
山

藩
主
板
倉
勝
静
、
唐
津
藩
世
子
小
笠
原
長
行
、
前
陸
軍

奉
行
竹
中
重
固
、
前
歩
兵
奉
行
松
平
太
郎
、
伝
習
隊
長

大
鳥
圭
介
、
衝
鋒
隊
長
古
屋
作
左
衛
門
、
新
撰
組
隊
長

上
方
歳
三
、
済
撃
隊
長
人
見
勝
太
郎
ら
が
分
乗
し
、
さ

ら
に
、
仙
台
藩
額
兵
隊
長
星
的
太
郎
を
は
じ
め
と
す
る

仙
台
や
会
津
の
脱
走
兵
も
含
め
、　
一
行
の
人
数
は
お
よ

そ
３
５
０
０
名
余
が
乗
船
し
た
。
ほ
か
に
、
石
巻
や
渡

波
で
徴
発
し
た
運
搬
船

（伝
馬
船
）
を
積
載
し
、
そ
の

水
主

（漕
ぎ
手
）
も
乗
船
さ
せ
た
。

工〈
　
そ
れ
か
ら
の
細
谷
十
大
夫
と
小
杉
雅
之
進

【
仙
台
藩
降
伏
後
の
細
谷
十
太
夫
】

仙
台
藩
降
伏
後
、
細
谷
十
太
夫
は
新
政
府
の
追
求
を

逃
れ
て
仙
台
近
郊
を
転
々
と
隠
れ
住
ん
だ
。
仙
台
藩
に

は
細
谷
十
太
夫
の
シ
ン
パ

（支
持
者
）
が
多
か

っ
た
の

で
あ
る
。　
一
方
、
十
太
夫
は
そ
れ
ら
の
シ
ン
パ
の
応
援

を
得
て
新
政
府
軍
の
情
報
を
適
格
に
箱
館

へ
流
し
て
い

た
。明

治
２
年

（１
８
６
９
）
５
月
１７
日
、
戊
辰
戦
争
は

終
結
し
た
。

明
治
３
年

（
１
８
７
０
）
に
な
る
と
新
政
府
は
北
海

道
開
拓
の
目
的
で
、
仙
台
藩
に
日
高
国
沙
流
郡
を
割
り

当
て
た
。
細
谷
直
英

（十
太
夫
改
め
）
は
そ
の
出
張
員

の

一
員
と
し
て
、
同
年
２
月
秘
か
に
北
海
道
に
渡

っ
た
。

そ
の
途
中
、
直
英
は
弘
前
の
最
勝
院
に
小
杉
雅
三

（雅

之
進
改
め
）
を
訪
ね
、
こ
の
時
に
直
英
の
三
男
辰
三
を

小
杉
家

へ
養
子
に
出
す
こ
と
を
決
め
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
後
述
す
る
大
正
７
年

（
１
９
１
８
）
１１

月
７
日
付
の
河
北
新
報
の
、
Ｔ

・辰
三
氏
は
三
歳
の
時
、

烏
組
の
隊
長
た
る
猛
士
十
太
夫
の
手
か
ら
小
杉
家
に
呉

れ
ら
れ
た
人
で
…
」
の
記
事
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

明
治
５
年

（
１
８
７
２
）
１
月
６
日
、
榎
本
釜
次
郎

は
出
獄
を
赦
さ
れ
、
３
月
７
日
に
は
赦
免
さ
れ
た
。
３

月
８
日
新
政
府
に
仕
官
し
、
北
海
道
開
拓
使
と
し
て
北

海
道
に
赴
任
し
た
。
榎
本
武
揚
の
新
し
い
船
出
で
あ
る
。

こ
の
年
、
細
谷
直
英
は
仙
台
藩
の
日
高
国
沙
流
郡
開
拓

地
の
出
張
員
か
ら
北
海
道
開
拓
使
庁
の
吏
員
と
し
て
採

用
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
榎
本
武
揚
の
勧
誘
が
あ

っ
た
と

思
わ
れ
る
。

明
治
５
年
１２
月
３
日
、
政
府
は
太
陽
暦
を
採
用
し
新

暦
の
明
治
６
年
１
月
１
日
と
し
た
。

明
治
１０
年

（
１
８
７
７
）
２
月
１５
日
西
郷
隆
盛
の
決

起
に
よ
り
西
南
戦
争
が
勃
発
し
た
こ
と
を
知

っ
た
細
谷

直
英
は
、
３
月
に
警
視
庁
に
転
じ
て
陸
軍
少
尉
と
な
り

こ
の
戦
役
に
従
軍
し
た
。
薩
摩
に
対
す
る
積
年
の
怨
念

が
、
元
烏
組
隊
長
細
谷
十
太
夫
を
九
州
の
地
に
駆
り
立

て
た
の
で
あ
ろ
う
。

明
治
１１
年
直
実
は
宮
城
県
属
に
な

っ
た
が
、
明
治
１３

年
に
は
官
を
辞
し
て
牡
鹿
郡
大
街
道
開
墾
場
長
と
な
り

開
墾
に
従
事
し
て
７
年
間
を
過
ご
し
た
。

後
年
、
細
谷
直
英
は
僧
と
な

っ
て
鳩
仙
と
号
し
林
子

平
の
菩
提
所
龍
雲
院
に
住
み
、
荒
廃
し
た
寺
の
復
興
に

尽
力
し
た
が
果
た
せ
ず
、
明
治
４０
年

（
１
９
０
７
）
５

月
６
日
６３
歳
で
没
し
た
。

【
戊
辰
戦
争
終
結
と
新
政
府
の
小
杉
雅
之
進
に
対
す
る

処
分
】
明
治
２
年

（
１
８
６
９
）
５
月
１７
日
、
旧
幕
府
軍
と

刀
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新
政
府
軍
に
よ
る
箱
館
戦
争
は
旧
幕
府
軍
の
全
面
降
伏

に
よ

っ
て
そ
の
幕
を
閉
じ
た
。

５
月
１８
日
、
江
刺
奉
行
並
で
あ

っ
た
小
杉
雅
之
進
は

東
京
に
送
還
さ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
が
、
「
徐
族
」

つ
ま
り
士
族

の
身
分
を
剥
奪

さ
れ

て
津
軽
弘
前

の

最
勝
院
に
幽
閉
さ
れ
た
。

明
治
３
年
５
月
、
雅
三
は
徳
川
家
と
と
も
に
駿
河
国

に
移
り
沼
津
に
住
ん
で
い
た
小
杉
家
当
主
直
吉
に
御
預

け
の
身
と
な
り
、
さ
ら
に
服
罪
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

雅
三
は
妻
由
と
養
子
辰
三
を
沼
津
に
呼
び
寄
せ
た
が
、

親
類
縁
者
の
援
助
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
苦
し
い
生
活

で
あ

っ
た
。

明
治
４
年
、
小
杉
家
当
主
直
吉
は
新
政
府
に
仕
官
し

裁
判
官
の
道
を
選
ん
だ
の
で

一
家
は
東
京
に
住
む
こ
と

に
な

っ
た
。
御
預
け
の
身
で
あ

っ
た
雅
三
も
妻
由
と
長

男
辰
三
を
伴

っ
て
東
京

へ
居
を
移
し
た
。

明
治
５
年
３
月
６
日
雅
三
は
赦
免
さ
れ
戸
籍
も
復
帰

し
た
。
し
か
し
、
士
族

へ
の
復
帰
で
は
な
く
平
民
で
あ

る
と
こ
ろ
に
新
政
府
の
厳
し
い
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。

雅
三
は
特
殊
技
術
を
生
か
し
て
蒸
気
船
の
運
転
に
従
事

し
、
兄
の
元
を
離
れ
て
独
立
し
た
。
妻
由
に
ま
だ
子
は

生
ま
れ
な
か

っ
た
。

【
服
罪
後
の
小
杉
雅
三
】

明
治
５
年
３
月
６
国
の
小
杉
雅
三
に
対
す
る
減
刑
措

置
は
、
服
罪
中
の
他
の
旧
幕
臣
同
様
、
雅
三
を
新
政
府

軍
へ
勧
誘
す
る
た
め
の
手
段
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

雅
三
は
か
た
く
な
に
拒
み
続
け
た
。

榎
本
は
最
後
ま
で
自
分
と

一
緒
に
戦

っ
た
小
杉
雅
三

た
だ
１
人
が
節
を
曲
げ
ず
、
新
政
府

へ
の
出
仕
を
拒
み

続
け
て
い
る
こ
と
に
大
き
な
責
任
を
感
じ
、
こ
と
あ
る

ご
と
に
新
政
府

へ
の
仕
官
を
勧
め
た
。

明
治
７
年

（１
８
７
４
）
１
月
１８
日
榎
本
は
海
軍
中

将
と
な
り
対

ロ
シ
ア
北
方
領
土
問
題
処
理
の
た
め
特
命

全
権
公
使
を
命
じ
ら
れ
た
。
同
年
８
月
、
雅
三
は
榎
本

の
熱
心
な
勧
め
に
抗
し
き
れ
ず
明
治
新
政
府
に
仕
官
し
、

新
し
く
設
置
さ
れ
た
内
務
省
駅
逓
寮
に
出
仕
し
た
。
海

軍
で
は
な
く
運
輸
を
担
当
す
る
駅
逓
寮
を
選
ん
だ
の
は

雅
三
の
新
政
府
に
対
す
る
精
い
っ
ぱ
い
の
抵
抗
で
あ

っ

た
。明

治
１８
年
１２
月
榎
本
武
揚
は
逓
信
大
臣
に
就
任
し
た
。

小
杉
雅
三
は
明
治
２４
年
８
月
管
船
局
船
舶
課
長
、
同

２６
年
９
月
に
は
大
阪
船
舶
司
検
所
長
と
な
り
同
２９
年
６

月
退
官
し
た
。
こ
の
間
、
逓
信
省
中
堅
官
吏
と
し
て
明

治
２９
年
３
月
の
航
海
奨
励
法
、
造
船
奨
励
法
、
４
月
の

船
舶
検
査
法
、
船
舶
職
員
法
、
海
員
懲
戒
法
の
成
立
に

大
き
く
貢
献
し
た
。

退
官
後
の
雅
三
は
、
明
治
２９
年
９
月
に
大
阪
商
船
会

社
の
監
督
部
長
に
迎
え
ら
れ
、
日
清
戦
争
後
の
海
外
発

展
の
重
要
時
期
に
あ

っ
た
会
社
の
基
礎
を
よ
り
強
国
に

支
え
た
。
明
治
３‐
年
暮
、
会
社
を
辞
め
た
。

小
杉
雅
三
は
、
明
治
時
代
前
期
の
日
本
海
運
興
隆
期

に
あ

っ
て
、
そ
の
近
代
化
を
推
し
進
め
る
立
役
者
と
し

て
活
躍
し
た
の
で
あ
る
。

明
治
４２
年
８
月
加
日
、
小
杉
雅
三
は
６６
年
の
波
乱
に

富
ん
だ
生
涯
を
閉
じ
た
。
法
名
は
毒
嶺
院
殿
量
遠
日
謙

居
士
、
兵
庫
県
魚
崎
町
の
覺
浄
寺
に
葬
ら
れ
た
が
後
に

小
杉
家
菩
提
寺
の
東
京
谷
中
の
長
昌
山
大
雄
寺
に
移
さ

れ
た
。

七
　
小
杉
辰
三
と
龍
雲
院
の
復
興

【小
杉
辰
三
と
神
戸
製
銅
所
】

小
杉
辰
三
は
仙
台
藩
士
細
谷
十
太
夫
の
三
男
と
し
て

明
治
元
年

（１
８
６
８
）
２
月
１９
日
仙
台
で
生
ま
れ
た
。

３
歳
の
と
き
小
杉
雅
三
の
養
子
と
な
り
、
長
男
と
し
て

入
籍
し
た
。

明
治
２２
年
４
月
海
軍
兵
学
校

（
１５
期
）
を
卒
業
、
同

期
に
は
広
瀬
武
夫
や
岡
田
啓
介
が
い
た
。
広
瀬
武
夫
は

日
露
戦
争
に
出
征
、
旅
順
港
の
閉
塞
作
戦

で
戦
死
し

「
軍
神
広
瀬
中
佐
」
と
し
て
伝
説
化
さ
れ
国
民
的
英
雄

と
な

っ
た
。
岡
田
啓
介
は
海
軍
大
将
に
昇
進
し
た
。
昭

和
９
年

（
１
９
３
４
）
首
相
に
な

っ
た
が
、
昭
和
１１
年

（
１
９
３
６
）
の
二

・
二
六
事
件
に
遭
遇
、
難
を
逃
れ

た
が
首
相
を
辞
し
た
。

辰
三
は
明
治
２５
年
東
京
麻
布
の
山
田
昌
邦
の
長
女
光

（光
子
）
と
結
婚
し
た
が
子
に
恵
ま
れ
な
か

っ
た
。

明
治
３６
年

（
１
９
０
３
）
海
軍
少
技
監

（海
軍
造
兵

少
佐
）
と
し
て
呉
工
廠
に
勤
務
し
製
鋼
事
業
に
携
わ

っ

て
い
た
。
そ
の
頃
、
鈴
木
商
店
の
小
林
清

一
郎
に
会
い
、

将
来
躍
進
が
期
待
さ
れ
る
鉄
鋼
業
の
経
営
に
乗
り
出
す

よ
う
説
得
、
辰
三
は
企
業
計
画
が
出
来
上
が
る
と
呉
工

廠
を
退
官
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
渡
リ
ビ
ッ
カ
ー
ス
製
鋼
会

ク/



社
に
お
い
て
１
年
余
の
研
究
実
習
に
従
事
し
た
。
翌
３７

年
暮
れ
に
帰
国
、
小
林
製
鋼
所
を
設
立
し
て
所
長
に
就

任
し
、
工
場
は
神
戸
東
端
の
脇
浜
に
建
設
し
た
。

小
林
清

一
郎
は
製
鋼
業
が
容
易
な
仕
事
で
は
な
く
、

多
年
の
技
術
訓
練
と
巨
額
の
資
本
を
必
要
と
す
る
こ
と

を
悟
り
、　
つ
い
に
操
業
１
か
月
足
ら
ず
で
工
場
を
身
売

り
す
る
決
心
を
し
た
。

鈴
木
商
店
は
多
額
の
融
資
を
し
て
い
る
こ
と
も
あ

っ

て
こ
れ
を
引
き
受
け
、
神
戸
製
鋼
所
と
改
称
し
て
明
治

３８
年
９
月
１
日
に
新
発
足
し
た
。
辰
三
は
初
代
技
師
長

と
し
て
迎
え
ら
れ
た
が
所
長

・
田
宮
嘉
右
衛
門
と
意
見

が
合
わ
ず
翌
３９
年
に
辞
職
し
た
。

小
杉
辰
三
は
発
足
後
わ
ず
か
１
年
で
退
所
す
る
こ
と

に
な

っ
た
が
、
彼
の
残
し
た
技
術
は
神
戸
製
鋼
所
の
今

日
に
至
る
基
礎
を
な
す
も
の
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
。

辰
三
の
妻
光
は
明
治
４２
年
５
月
大
連
で
病
没
し
た
。

小杉辰三 (創立者初代技師長)
(神鋼三十年史より)

・０
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辞二神密r
欝iシ練
ど
爵告爽t

そ
の
３
か
月
後
に
小
杉
雅
三
も
死
ん
だ
。

【
龍
雲
院

の
復
興
】

雅
三
の
没
後
、
辰
三
は
亡
父
細
谷
直
英
が
復
興
に
尽

力
し

て
い
た
林
子
平

の
墓
所

の
あ
る
龍
雲
院

へ
匿
名

で

２
万
円
を
寄
付
し
た
。

こ
の
こ
と
に

つ
い
て
、
大
正
７

年

（
１
９
１
８
）
■
月
７
日
付

の
河
北
新
報
は
次

の
よ

う
に
報
じ
て
い
る
。

千
古
の
偉
突
林
子
平
の
墓
所
と
し
て
餘
に
貧
弱
な
龍

雲
院
の
境
内
に

一
月
許
り
以
前
か
ら
頻
り
に
手
斧
の
音

が
響
き
わ
た
り
狭
い
堂
宇
の
前
に
は
木
材
類
が
山
積
さ

れ
十
餘
名
の
大
工
の
姿
が
現
る
る
よ
う
に
な

っ
た
。
…

（略
）
而
し
て
そ
の
新
築
費
用

一
切
は
或
る
亡
者
の
寄

進
だ
と
停

へ
ら
る
る
の
み
で
、
堂
守
も
大
工
も
判
然
と

解
ら
ず
に
居
る
。
…

（略
）
記
者
は
更
に

一
入
の
感
興

を
以
て
自
ら
亡
者
と
称
す
る
此
の
奇
特
家
の
探
索
を
始

め
、
漸
く
こ
れ
だ
け
の
事
実
を
突
き
止
め
た
。
そ
れ
は

境
内
左
側
に
地
蔵
と
し
て

「宵
越
し
の
銭
も
持
た
ず
に

眠
り
け
り
」
な
る
辞
世
の
句
を
背
に
刻
ん
で
祭
ら
れ
て

あ
る
戊
辰
役
の
猛
士
晩
年
の
鵜
仙
入
道
細
谷
十
太
夫
の

三
男
小
杉
辰
三
な
る
人
が
亡
父
の
遺
志
を
継
い
で
の
寄

進
と
解

っ
た
。

…

（略
）
辰
三
氏
寄
進
の
二
高
金
は
立
派
に
或
る
株
券

で
某
氏
に
渡
さ
れ
て
あ
る
が
そ
れ
が
株
式
の
騰
貴
で
二

高
金
を
超
過
し
て
い
る
と
は
益
々
面
白
い
。

辰
三
氏
は
三
歳
の
時
、
烏
組
の
隊
長
た
る
猛
士
十
太

夫
の
手
か
ら
小
杉
家
に
呉
れ
ら
れ
た
人
で
…

（中
略
）
、

亡
父
聴
仙
翁

（細
谷
十
太
夫
）
が
龍
雲
院
の
荒
廃
を
慨

し
再
建
を
志
し
て
未
だ
果
た
さ
ざ
る
に
逝
い
た
そ
の
遺

志
を
承
け
て
の
寄
進
と
解

っ
た
。
鳩
仙
翁
の
未
亡
人
が

今
回
の
辰
三
氏
の
挙
に
つ
い
て
、
亡
父
が
存
命
な
ら
ど

ん
な
に
悦
ぶ
事
だ
ろ
う
…
と
追
懐
し
た
と
い
う
話
も
あ

フ０
・・・。

亡
父
細
谷
直
英
の
遺
志
を
継
い
だ
龍
雲
院
の
再
建
は

大
正
８
年
４
月
に
完
成
し
た
。

昭
和
８
年

（
１
９
３
３
）
３
月
２６
日
、
辰
三
は
６５
歳

で
波
乱
の
人
生
を
閉
じ
た
。
法
名
は
徳
光
院
殿
瑞
巌
昇

龍
居
士
、
大
雄
寺
の
小
杉
家
の
墓
所
に
妻
光
と
と
も
に

葬
ら
れ
て
い
る
。

―
完
―

河北新報 (大正 7年11月7日、8日 ?)

〃



旅客鶏合比遂行

【参
考
文
献
】

国
本
近
世
造
船
史

（明
治
時
代
）

¨
造
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協
会
編

・

榎
本
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揚

¨
加
茂
儀

一
、
中
公
文
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、
１
９
９
８

開
陽
丸

中

（社
）
開
陽
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青
少
年
セ
ン
タ
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、
現
代

ビ

ュ
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ロ
ー
、
１
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仙
台
戊
辰
史
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刻
）

”
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之
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、
柏
書
房
、

烏
組
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谷
十
太
夫

一
櫻
田
憲
章
編
、
江
北
書

屋
、
１
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３
１

上
方
歳
三
み
ち
の
く
転
戦

（歴
史
と
旅

。
「新
撰
組
じ

中
橋
本
晶
、
秋
田
書
店
、
１
９
９
０

港
町
石
巻
に
の
こ
る
戊
辰
の
面
影

（歴
史
読
本
）

¨

橋
本
晶
、
新
入
物
往
来
社
、
１
９
７
４

神
鋼
五
十
年
史

¨
株
式
会
社
神
戸
製
鋼
所
、
１
９
５

成
臨
丸
還
る
―
蒸
気
方
小
杉
雅
之
進
の
軌
跡
―

¨
橋

本
進
、
中
央
公
論
新
社
、
２
０
０
１

総
覧

『
箱
館
戦
争
』
須
藤
隆
仙
著
論
集
第

一
巻

¨
南

北
海
道
史
研
究
会
、
２
０
０
６

▼
ま
す
ま
す
充
実
。
海
上
保
安
業
務
、
海
事
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

海
を
愛
す
る
人
の
手
帳
。

海
上
保
安
ダ
イ
ア
リ
ｒ

の成山堂書店 認灘亀3緊翻瑶顧軽鋸よ烈堂働レ 成醒説  匝 載

【平
成
２‐
年
版
】

潮
汐
、
警
備
救
難
、
水
路
、
灯
台
等
の

知
識
や
情
報
を
収
録
。
工
作
船
や
大
陸

棚
に
関
す
る
デ
ー
タ
も
記
載
。

海
上
保
安
ダ
イ
ア
リ
ー
編
集
委
員
会

編

ポ
ケ
ッ
ト
判

２
４
０
真
定
価
１
０
５
０
円

▼
航
海
中
の
船
内
の
様
子
や
寄
港
し
た
地
で
の
歴
史
や
文
化
を
写
真
と
共
に
紹
介
。

１
２
０
０
８
飛
鳥
＝
航
海
日
誌
―

増
田
周
作

著

・
写
真

●七つの海を乗り越えて初めて _
見えてきた世界の今を活写 !

周
赫
学
ク
ガレ
r
ズ

●豪華客船での遊びと学びにつ

いての深い考察。

四六判 250東

定価 1890円
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